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　第 1 図は，元町から御神火茶屋にいたる三原山登山路線の上下変動である。1988 年 10 月以

降の変動は小さい。

　第 2 図は，岡田と相模湾周辺の験潮場間の月平均潮位差である。1988 年後半岡田の潮位が

油壷・布良にたいして上昇しているが，南伊豆との間には変化がみられないことから，海象の

影響であろう。

　第 3 図は，GPS 測量の結果である。1988 年 2 月から 12 月の間誤差を越える変化は認められ

ない。
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第 1 図　元町～外輪山に至る水準路線の上下変動

Fig. 1　Level change along the route from Motomachi to the caldera rim.
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第 2 図　岡田と油壷・布良・南伊豆験潮場間の月平均潮位差

Fig. 2　Differences in monthly mean sea levels between Okada and Aburatsubo, Mera and Minami-Izu tide stations.
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第 3 図　伊豆大島 GPS 測量結果

Fig. 3　Results of the GPS survey in Izu-Oshima.

―228―


	本文
	第１図
	第２図
	第３図

